
ふれてみよう島の暮らし
～ 家島諸島を巡って ～

★チ ー ム  名: 「さすらい５人衆」
★ メンバー名：
・蛭田   武（リーダー） ・幸田 嘉祥 ・黒岩   薫、
・福井 百合子 ・田中  和子 

11



◆離島のメリット・ デメリット

★ メリット

①徒歩圏内に海や山の大自然がある。

② 時間がゆっくり流れている。

③ 通勤も楽しい。

④ 地元産の生鮮品は鮮度が高い。

⑤ 未知の食材と出会える。

⑥ 島全体で子育てできる。

⑦ 島民の連帯感が強い

⑧ 意外に仕事とチャンスがある。

★ デメリット

① マイカーがないと移動手段に困る。

② 最低賃金が安い。

③ 船が欠航すると孤立する。

④ 道路の整備が行き届いていない。

⑤ スーパーや薬局が少ない。

⑥ お店が早く閉まる。

⑦ 医療や介護施設がほとんどない。

⑧ うわさ話がネットより早く広まる。

⑨ 島外からの受け入れ体制がない。

・日本の離島数  ６,８４７、・有人島 ４１６ （全体の６％）
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テーマの狙い
漁 港

採石場

家島（真浦港）

男鹿島

日本の離島には、多くの問題や課題が

あると思います。

そんな離島の現状と課題を求めて我々

「さすらい5人衆」は、京阪神からも近い、

瀬戸内海の青く穏やかな海、新鮮な魚

介・豊かな自然と遺跡、歴史、産業のあ

る「家島諸島」にフォーカスを当て、今回

の学習の研究対象としました。

２



●主なる研究内容

（１）家島諸島4島の特色と産業

①漁業、②採石、砕石③海運業、④観光業

（２）島の抱える現状の課題

特に人口減少、各産業における問題点

の抽出

（３）島が生き残る為の施策・あるべき

将来像

３



◎フイールドワーク

●第一回フイールドワーク （２０２１年１０月２９日家島観光）

●第二回フイールドワーク (２０２２年３月３日高島宮司、中西氏面談）

●第三回フイールドワーク (２０２２年６月３０日坊勢島漁業協同組合訪問）

●第四回フイールドワーク (２０２２年７月２４日～２５日天神祭、観光、

家島姫路事務所）

●その他フイールドワーク（２０２２年６月２３日姫路市役所水産漁港課訪問）

４



家島諸島の概要

◆家島諸島は、姫路市内から沖合約18Km

にあり、東西26,7Km,南北18,5Kmにわたり

大小４０余りの群島で構成されています。

◆人々が暮らすのは、家島・坊勢島（ぼうぜじま）

・男鹿島（たんがじま）・西島の４島で、人口は

約５,０００人（うち家島本島が半数を占める）

◆産業は漁業、採石(花崗岩の切り出し）砕石

等が中心で、観光としても名所旧跡等あり、

１部は瀬戸内海国立公園に属しています。
５



各諸島の特徴

★家島（本島）

・家島の由来は、古く神武天皇が瀬戸内海を航行中に

立ち寄られ、波静かにして家の中に居るようだと、仰せ

られたことからついたと言われています。

・島の歴史は古く、多くの伝説や物語が存在しています。

・ 毎年盛大に行う「天神まつり」の祭神が祀られている

家島神社は、延喜式という平安時代初期に出来た歴

史のある神社で、その頃には、馬の牧場もあり、朝廷

のために馬を育てられた。

・主な産業は海運業、採石、漁業、観光で、諸島の中では

一番人口が多く、現在では２,６９３人が住んでいます。

家 島 神 社

６



◆天神祭り

１９期の下級生たちも「家島」は初めてなので、
私たちに便乗して付いてきました。

だんじり船

8７



天神祭り

８



● 天神祭り （真浦地区と宮地区との違い）

ーだんじり船ー ー衣 装ー

真浦（アルミ製）

・屋根が赤くて低い

・舞台が低い

宮（プラスチック製）

・屋根が黒くて高い

・舞台が狭い

真 浦

・・鉢巻きに真浦の
「真」が入っている
・化粧が濃い
・帯の中にお守り
・化粧まわしに獅子
が描いてある
・鈴がついている

宮

・・鉢巻きにお守りが入っ  
ている
・化粧は薄い
・後ろに鈴がついている
・帯は上は白、下は緑
・化粧まわしに宮島神社
の紋が入っている

・

１０



祭りに来ていた地元の人のインタビュー
一泊二日の今回のフイールド
ワーク。高台のホテルに泊ま
りました。夕食の料理は食べ
きれないほどでした。

●  最初に祭り保存会の会長に「保存会は何人いるか」と尋ね
たら、「３０人くらいだけれど、若い人が居いない」との回答。

● 次に日焼けされた背の高い男性に「生まれも育ちも家島で
すか？お仕事は？」 と聞くと、「島から出たことがなく、砂利
運搬船で勤めている」 とのことだった

● ３歳の坊やに「お祭り好き？」「うん」お父さん、お母さんも傍
  に来られ、「昔ほどでないけれど、祭りになると、島外から帰
  って来るのが嬉しい」と言っていた。

1泊したお陰で、お囃子、笛や太鼓、獅子舞、

そして可愛いお稚児さん。目に焼き付く程

堪能しました。いったいどれほど練習され

たのかと思うほど素晴らしい獅子舞でした。

翌日は倉庫に収まった「だんじり船」も見学

することが出来ました。1



★坊勢島
・家島本島の次に人口が多く、２,０５２人で漁業を主要産業とし、兵庫県 下１，２位を争うほどの漁獲

量、漁獲高で、現在では水揚げ量、金額ともに兵庫県一を誇ります。また漁船でも一つの漁港とし

ては、日本一です。（漁船数 ８５３隻）

・島の名前の由来は、元慶７年（８８３年）比叡山の高僧覚円が

坊瀬島に流された時、覚円を慕って、比叡山の若い僧侶が、

大勢島に渡って来たので、この名前がつきました。

・島は日本でも珍しい軽自動車バス、

軽救急車、軽パトカー、軽消防車が

坂道や狭い島内を駆け抜けて、島

民の生活と命を守っています。

・ 坊勢島漁業協同組合で紹介いただいた、 船上レストランで、水槽に

入った、とれとれの魚を選び、 そこで料理してもらい食べました。

船上レストラン
１１



★男鹿島
・面積4,37km2、周囲9,99kmで、過去には採石作業に携わる

町民と朝鮮半島からの住民で賑わっていました。

・島名の由来は、応神天皇（西暦270年）頃、雄鹿２頭のうち

１頭が海を泳いで姫路から現在の男鹿島付近に渡り、「男

鹿」と言う地名はここからつけられたと伝えられていますが、

対岸の姫路市には、「妻鹿」と言う地名があり、歴史のロ

マンを感じます。

・今は採石産業も廃れ、島の生活は寂れていますが、水のき

れいな海水浴場があり、シーズン中は観光客で賑わってい

ます。

・この島にある大山（標高200m)の平坦な土地には、弥生時代

の住居跡が出土されています。
１２



★西 島
・姫路市の南西沖約18Kmの坊勢島の西側に位置する面積が一番

大きく、古くは高島と呼ばれていました。

・１００年以上の石の歴史があり、山肌が削られて地肌がむき出しに

なっています。「花崗岩」「安山岩」の2種類を採掘し、最盛期には、

年間約1300万m³ の砕石量を誇っていました。

主に採掘された砕石は、幕末から始まり、明治には180隻の運搬船

を持ち、戦後は大型重機が採石場に投入され、百軒の業者がこの

島で仕事をしていました。その中には、朝鮮人労働者もいました。

主に砕石された石は、神戸・大阪の湾岸や関西・神戸空港の埋め立

てなどの公共事業に使われ、島は潤っていました。

・島内からは、縄文や弥生時代の遺跡が発見されています。

・京阪神の子供たちの自然体験が出来る「自然体験センター」も

あります。

コウナイの岩

「近ずくと病気が
移る」
「夜になると光る」
「石の西側では 、   
磁石が狂う」
など言われている。 14１３



◆朝鮮初級学校
経緯

・1945年から1969年3月 採石業に朝鮮人労働者も従事

・1946年 国語講習所として西島に開校

・1947年4月 飾磨朝鮮学院家島分校として再出発（教師1人、生徒35人、修学4年）

・1948年10月 家島朝鮮小学校に島内の日本人児童も修学（全校生27人中日本人5人）

・1949年11月 日本当局が「朝鮮学校閉鎖令」発令

→ 当時の支部当局がGHQ宛に「閉鎖」を提出、しかし、家島

町長と朝鮮学校教育長話し合いの上、「存続」

・1969年3月 朝鮮人が居なくなった為、「廃校」

１４



◆家島諸島の３大産業の現状

①漁 業

播磨から京阪神間に新鮮な水産物を提供しており、特に坊勢島においては、兵庫

県下でも有数の漁獲高を誇っているが、燃料費の高騰により経営環境が厳しい上

に、漁業者の高齢化により漁業従事者も減少傾向 にある。

●坊勢漁港正組合員数推移 単位：人 ● 水揚げ高の推移 単位：百万円

年 度 会員数 年 度 会員数

平成24年度 521 平成29年度 486

25年度 572 30年度 482

26年度 507 令和元年度 479

27年度 495 2年度 472

28年度 491 3年度 460

年 次
底引・磯端

漁船漁業
船曳網 海苔

養殖
その他 合 計

H28年度 2,101 1,914 2,045 234 6,294

29 年度 2,189 1,335 2,542 483 6,549

30年度 2,049 1,765 2,143 582 6,539

R元年度 2,125 647 2,381 515 5,668

2年度 2,222 805 1,447 348 4,822

3年度 2,355 1,059 1,135 505 5,054
１５



②採石業・海運業・造船業

採石業は男鹿島と西島、海運業は家島が中心となり、日本の産業

発展に大きな役割を果たしてきたし、本地域は、石材を運搬する

船舶（ガット船）の基地として発展してきたことから、造船業や鉄工業

なども栄えてきた。しかし、公共事業（大阪湾、関西・神戸空港などの

埋め立て）の完了や景気低迷で雇用が減少し続けている。

１６
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③観光業

家島本島を中心に観光地はあるが、宿泊施設や飲食店など観光客が

利用する関連施設は、施設の老朽化に加え、従事者の高齢化・後継者

の育成が課題となっている。

特に住民の中で、新しい投資をして発展 させようとする気運が少ない為、

観光地としては中途半端な状態である。

● 家島本島の観光者数

区 分 平成17年 平成22年 平成27年

家島群島 146,000人 179,000人 194,000人

１９



★ 観光業

●家島（本島）

真浦神社

家島神社

どんがめ 島の路地裏 （道も狭い）21２０



●坊勢島
漁業中心の島だけに、観
光としては、さほど見る所は
ない。

港の近くに弁天島があり、
「神権さん」の名前で親しま
れ、岩の上に海神、竜神、
弁財天が祀られている。

魚が新鮮なので、京阪神
からも魚料理を食べに来る
人も多い。

海神社（弁天島）
岩の上に海神・竜神・
弁財天が祀られている

恵美酒神社

1



●西 島

家島諸島の中では最大の面積を持ち、男鹿島と同じく採石の島。住民も数

人しか住んでおらず、観光地としての魅力はないが、自然学校に訪れる子

供たちや家族連れが、ロッジで滞在し、ヨットやカヌーなどのマリンスポーツ

やアスレチックなどのアウトドアが満喫できる。

カヌー イカダ作り 地引網

231



★漁業における問題点

家島諸島には、二つの漁業組合があり、この中で「保有漁船舶数が日本一」と誇って

いる坊瀬島漁業協同組合を訪れました。（理事長、部長に面談）

①坊勢漁協の正組合員数の推移

②坊勢島漁協 年齢別組合員 （2022年3月現在）

2005年 2010年 2015年 2022年

569人 541人 495人 460人

－28人 －46人 －35人

分 類 員 数 ％ 分 類 員 数 ％

～19歳 ３ 0,6 60～69歳 ９１ 19,8

20～29歳 ２９ 6,3 70歳～ ８７ 18,9

30～39歳 ４６ 10 合計 ４６０ 100

40～49歳 ７４ 16,1 平均年齢 ５４、9

50～59歳 １３０ 28,3

50歳以上の組合員
数は、308人で全体

の６７％を占め、高
齢化が進んでいる。

新規加入組合員
は毎年4～5人で、

正組合員数は逓
減傾向にある。
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③水揚げ高の推移（４年間） (単位：百万円）

※船曳は1隻に4名が乗り、70～80日操業をするので、底曳き、磯端の漁師から

補充し、応援体制をとる。

●坊勢島漁協の課題
①魚の産地としての知名度が低い

②販売力がない

③ ブランド魚（「ぼうぜ鯖」「ぼうぜガニ」「華姫さわら」

など）を作っているが、知名度不足

④漁価の低迷

年 次 底曳・磯端
等漁船漁業

船曳網 海苔養殖 その他 合 計

平成30年度 2,049 1,765 2,143 582 6,539

令和元年 2,125 647 2,381 515 5,668

令和2年 2,222 805 1,447 348 4,822

令和3年 2,355 1,059 1,135 505 5,054

ぼうぜ鯖

41,6%                 20%                 22,5%                10%

２４
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坊勢漁協でも会員の高齢化が進み、新たに参入する若者が少ないのが悩み。

その要因として、

（１）労働環境の厳しさ

漁業は３K（きつい、汚い、危険）のイメージが強く、労働時間が不規則である。

（２）少子高齢化

もともと50歳以上のベテラン層が多いため、少子高齢化が進めば、比例して年齢層は、更に

上がる。その為、若者を重点的に採用しない限り、人手不足は益々深刻になる

（３）過疎化

過疎化が進むと人手が足りなくなり、最終的には廃業せざるを得ない場合も起こりうる。

（４）漁業環境の変化

海の豊かさの消失や温暖化などによる変化、水産資源が減少し、水揚げが減少し、水揚げが減る。
271
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◆家島諸島の課題のまとめ（フイールドワークから）

（１） 若年層の減少と高齢化による労働力の不足

（２） かって盛んだった産業（採（砕）石・海運・造船など）の衰退

（３） 若い島民の島外への流失（家島本島にある1校の高校も姫路市に移転）

（４） 観光資源（歴史、遺跡、文化、産業、自然体験など）が十分活用されて

いない。

（５） 最大産業の漁業のブランド品の宣伝不足や販売ルートの不足。

（６） 若者のUターン就職や新しい移住者の受け入れ体制が未整備。
２７



◆今後の対策
★観光業

（１）インバンド観光の推進

宿泊を伴う滞在型観光の推進の観点からも、姫路城から家島諸島まで足を

延ばしてもらう為の情報発信の充実や外国人を含む受け入れ体制の整備

（宿泊施設、飲食店、土産物店、ガイドなど）

後継者の育成や新規起業者の進出支援が必要。

（２）情報通信基盤の整備

観光などの産業の新興を促し、新たな雇用の創出につなげることが必要。

（３） 町起こしの事業の推進

過疎化を防ぐために若者の定住や島外からの移住促進と活気のある地域

ずくりの促進。 ２９



★ コンシェルジェ中西さんの活動紹介

・ オンラインイベントや説明会を開催する

（広報力・交流、民間企業の誘致）

・※関係人口の受入れ体制を整える

（宿泊施設の充実・空き家バンク）

・阪神間の大学とのタイアップによる大学生の誘致。

（兵庫県立大学、近畿大学の学生）

・全国の「不登校生徒・閉じこもり生徒」を受け入れ・支援する。 （離島留学生制度）

・優れた自然環境や海洋性景観など島の自然を生かした海水浴や釣り、カヌー、

ヨット、漁業体験など、多彩な海のアクティビティをそれぞれの島で体験できる体

制の構築。

10年前に大阪から移住し、現在観光ガイド、

若者の移住者の受け入れ体制づくり、家島ブ

ランド商品の開発など、家島の活性化に活動

されています。

３０
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関係人口とは？
「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる人々を指す言葉です。

地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面していますが、地域によっては若者を中心に、変化を生み出す人材が地域に入り始めており、「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくりの担い手となることが期待されています。
・関係人口となった方の声（インタビュー）はこちらへ

  

関係人口とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様に

関わる人々を指す言葉です

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/interview/index.html
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（１）漁業の人出不足

→  ・労働環境の改善（できる限り機械化）、・採用方法の見直し

a) デジタル技術を採用して業務を効率化

→  ・危険な業務に従事する場面や全体的に業務量の削減

・生産性を高める「スマート水産業」の推進

b) SMSで情報を発信

→ ・漁業の様子や採用に関する情報を発信

c) Uターン就職する人材を狙う

d) 特定技能外国人労働者（現在マレーシア人6名採用）を雇用し、定着率を高める

e)女性の漁業従事者を採用 → 自動化・機械化を進めながら、男女の仕事の分担
３２

◆ 漁 業

（ICTを駆使して操業の効率化が図られた漁業の営み）



（２） 「CAS（キャス）システム」の導入

細胞組織を壊すことなく、冷凍、鮮度を保ったまま魚介を出荷できる

（３）地産地消の取り組み

a) 「姫路まえどれ市場」開設し、魚の販売、加工品などのお土産販売、食堂を経営しながら、

水産物の調理方法、食べ方などの紹介。

b) ホームページのでPR

坊勢漁協の「ぼうぜガニ（ガサミ）」、「いかなごのくぎ煮」、「干しエビ」、「骨切り鱧」「カキ」等を

加工品の宣伝

c) ６次産業化の取り組み→ 多獲魚、未利用魚、低利用魚、海藻類を加工して商品開発を行い、

直接販売を行う

（４）体験漁業の取り組み

魚の産地を知ってもらう漁業見学体験船を導入し、大人や小中学生に体験漁業をしてもらう

３３
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漁業見学体験船
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◆家島諸島活性化のための提言

（１） 「広報力」「交流」「民間企業」の3要素を機能的に活動できる

体制づくり

（２） 島外からの多様な人材の活用

（３）新しい時代の流れを味力にする

（４）関係人口の創出

ア）オンラインイベントや説明会の開催

イ）間係人口の受け入れ態勢を整える

・空き室や民家をリノベーションした宿泊施設の充実

・空き家バンク

（５） 家島の海底送水管の延命作戦（赤穂から13,4Km)

（６） 全国の「不登校生徒・閉じこもり生徒」の受け入れ支援

３９



事業振興のために推進しょうとする自治体・産業団体の取組み

★姫路市
HPでの周知徹底の他、関係団体等を通じて該当する企業に対し租税特別措置の活用促進、

産業振興のための各産業団体への支援・指導・人材育成の推進など。

★兵庫県
姫路市と連携して租税特別措置の活用促進、設備投資・雇用促進等の情報提供、その他支援など。

★商工会
研修等による島内事業者支援、経営改善指導、情報の提供、各種融資等の相談、 推薦、幹施。

★観光事業組合
観光PR活動の強化、旅館事業者等に対する支援、その他産業振興への協力など。

★業業協同組合・石材採掘共同組合・船舶共同組合等

各事業者に対する支援・指導・各種特産品等による島のPR、その他産業振興への協力など
４０



ご清聴ありがとうございました！

白い衣装は、宮島神社
の高島宮司さん

真
浦
神
社
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て
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